
2025年度文学学術院設置科目「早稲田大学ティーチングアワード」 

推薦（自薦・他薦）募集のご案内 

 早稲田大学ティーチングアワード（以下、「WTA」）は、優れた教育方法と 

創意工夫の普及により教育の質のさらなる向上をはかるとともに、学生授業アン 

ケートの活用とその質的向上を目指す一環として、優れた教育を実践している 

教員に対して授与しています。 

文学学術院では、WTA に 2018 年度より参加しており、自薦・他薦どちらも受

け付けています。研究能力のみならず、教育能力を証明し得るものの一つとして、

WTA をぜひご利用ください。 

 

◆推薦候補科目（候補者）の対象と推薦方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆推薦期限・推薦方法 

所定の推薦用紙に記入のうえ、2026/3/16（月）までに文学学術院事務所学生授業アンケート担当ま

で提出ください。 

提出先 ：toyama-gakkamoku@list.waseda.jp 

推薦用紙：https://www.waseda.jp/flas/assets/uploads/2023/09/20230901_wta_suisenyoushi.docx 

◆今後のスケジュール 

時期 予定 
2026 年 3 月 学生授業アンケート集計結果確定 

2026 年 3 月 16 日(月) 文学学術院箇所推薦締切 

2026 年 4 月～6 月 基準に則り選考、候補科目(候補者)決定 

2026 年 7 月～9 月 
WTA 賞 WTA 審査委員会の確認を経て、教授会にて受賞者を決定 

総長賞   WTA 審査委員会の確認を経て、総長(= 法人会議)にて受賞者を決定 

2027 年 1～2 月 
WTA 賞 学術院長による表彰 

総長賞   総長による表彰 

 

※文学学術院にて募集する推薦とは別に、大学総合研究センターが募集している自己推薦の制度があり、併願が可能です。詳細

は、大学総合研究センターウェブサイトにてご確認ください。https://www.waseda.jp/inst/ches/ctlt/faculty/awards/ 

※過去の受賞記事については、上記大学総合研究センターウェブサイトでご覧いただけます。 

以 上 

選考基準  

  文学学術院における WTA 候補者の決定方法および選考委員会の設置については、以下の通りとする。 

１．候補科目（候補者）の対象と推薦方法 

(1) 候補科目は、助教・講師（任期付）・非常勤講師・「文学学術院におけるテニュアトラック運用内規」に定めるテニュア

トラック教員が担当する文学学術院内の科目とする。ただし、複数担当科目で専任教員（教授、准教授、専任講師、教授

（任期付）、准教授（任期付））を含む科目は対象としない。 

(2) 上記の中から、自薦あるいは文学学術院専任教員の推薦により事前に候補科目（候補者）を限定して、審査を行う。た

だし、文学学術院専任教員からの推薦の場合には、候補者の意向を伺い、同意が得られない場合には候補から除外する。 

(3) 推薦にあたっては、自薦・他薦ともに、科目クラス名と理由等を所定の推薦書に明記し、所定の期間内に、文学学術院

事務所に提出する。 

２．候補科目（候補者）の選考方法 

(1) 学生授業アンケートから以下の項目の評価平均点の優先順位を考慮して用いるほか、自由記述回答の内容も考慮する。

なお、原則として、履修者が 6 名以上で、学生授業アンケートの回答者数が以下の科目クラスを対象とする。 

①履修者 6 名以上 30 名以下で、学生授業アンケート回答者数が履修者の過半数の科目クラス。 

②履修者 31 名以上で、学生授業アンケート回答者数が 20 名以上、または履修者の 1/4 以上の科目クラス。 

優先順位 評価項目 評価平均点 

    １     「総合的にみてこの授業は有意義だった。」の平均点 ６点満点 

    ２ 

以下の６項目の平均点 

 

「この授業では学生の理解を深めるための工夫があった。」 

「この授業では効果的に学生の参加を促していた。」 

「この授業では課題や学生の参加に関して効果的なフィードバックがあった。」 

「この授業では問題や課題について改善策や解決策を議論する機会があった。」 

「この授業では不正行為を防止するための注意喚起や工夫があった。」 

「シラバスで示された到達目標が達成されるように、授業が行われた。」 

６点満点 

(2) 受賞候補は 6 科目クラスを上限とする。その内、2 科目クラスを WTA 総長賞候補とすることができる。 

(3) 選考は、カリキュラム委員会で行い、文学学術院教授会の承認を得る。その後、早稲田大学ティーチングアワード審

査委員会の確認を経て、教授会にて受賞者を決定する。           （2025 年 4 月文学学術院教授会承認） 

https://www.waseda.jp/flas/assets/uploads/2023/09/20230901_wta_suisenyoushi.docx
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